
令和２年度

鹿児島県商店街振興組合連合会

チャレンジする商店街活性化支援事業

ＰＤＣＡを活用した商店街活性化の取組みについて
（南洲門前通り会・上町南風通り会・たてばば通り会）



チャレンジする商店街活性化支援事業とは

チャレンジする商店街活性化支援事業とは、「商店街の将来像」を考え、
ＰＤＣＡサイクルを活用した「商店街活性化」を支援する取組みです



商店街の将来像を考えるとは

なぜ、いま商店街の将来像を考える必要があるのか…



商店街の将来像を考える主役とは

将来像を考える主役は商店街等であり、様々な関係者を巻き込んで考えるこ
とが重要です



商店街の将来像を共有するには

将来像の実現のための計画や行動をPDCAサイクル表に落とし込むこと
＝「将来像の見える化」で地域住民等に理解を深めてもらうことができます



令和２年度の取組み

令和２年度は、鹿児島駅の北側、鹿児島市上町地区の南洲神社周辺の３通り
会が「商店街の将来像」の策定、ＰＤＣＡサイクル表作成に取り組みました

南洲門前通り会

上町南風通り会

たてばば通り会



令和２年度の取組み

取組みでは、商店街の将来像の策定、ＰＤＣＡサイクルの作成のため、
３人のアドバイザーを４回派遣しました
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令和２年度の取組み

アドバイザー派遣では、「まち」や「商店街」のみならず、様々な切り口から
意見交換を行い、アドバイスを行いました

アドバイザーからの意見
 ・地域活性化とは経済活性化であり、その仕組みを考える必要がある
 様々な業態に協力を求めることも重要である

 ・地域と商店街は持ちつ持たれつ（共存）の関係にある
 互いに責任を負う役割のあり方が求められる

 ・地域に歴史的資産や病院が多いことが共通認識としてある
 商店街は高齢者に何ができるか考えてみることは重要である

 ・３つの通りの枠組みを超えた取り組みが必要である
 組織的に取り組むことが重要である

 ・昨今、商店街がライフラインを担っている
 商店街がまちづくりを行うことで商店街の活性化につながる

 ・ＰＤＣＡ表は、地域住民にも協力を求めるための土壌である
 活動の「見える化」に活用すべきある



令和２年度の取組み

取組みにより、南洲門前通り会・上町南風通り会・たてばば通り会では、
３通り会の総称、商店街の将来像（活動指針）及びPDCA表を策定しました

総 称
かんまちサンクチュアリ

商店街の将来像（活動指針）

上町・鹿児島発祥地＃ハジメルコトガデキルマチ

まちの宝を活かし、つながりとやすらぎを感じられる
聖域(サンクチュアリ)を創りあげる



令和２年度の取組み


